
� はじめに

野島（１９９７）は「心理臨床家を目指す人

に望むこと」の中で認知的学習，体験学

習，実習，スーパービジョンの４点が大事

であると述べている。アクティブ・リスニ

ング（積極的傾聴）体験は，４点のうちの

体験学習に該当するため，有効な学習であ

ると言えるだろう。

院生によるアクティブ・リスニング体験

の報告と考察としては、斉藤・多和他

（２０１４），加藤・相馬他（２０１４）、植竹・鹿

子田他（２０１５）、西野（２０１７）らの論文が

ある。

本論文では２０１８年４月から７月にかけて

修士課程１年生を対象とした大学院授業内

で行われたアクティブ・リスニングの実習

体験を報告し，毎週提出していたレポート

１４枚をもとに、「カウンセラー体験」，「ク

ライエント体験」，「ベテランセラピストに

よるデモンストレーション体験」の３点か

ら考察を行う。

� アクティブ・リスニング実習の実際

初回授業時，担当教員によって「アクテ

ィブリスング」について講義が行われた。

講義資料（野島，２０１８）によると，アクテ

ィブ・リスニングは積極的傾聴を意味しカ

ウンセリングの基本技法であるとされてい

る。授業内ではアクティブ・リスニングの

詳細の他に「カウンセリングとは」「カウ

ンセリングの基本原理」「カウンセラーの

基本的態度」「カウンセリングの３つのコ

ミュニケーション・チャンネル」「カウン

セリングの基本技法」に関する講義が行わ
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要 約

大学院の授業の一環として行われたアクティブ・リスニング実習（全１４回）の実際と体

験の報告を述べた。そして「カウンセラー体験」，「クライエント体験」，「ベテランセラピ

ストによるデモンストレーション体験」について、アクティブ・リスニングの基本技法

〔�簡単な受容、�くり返し、�明確化、�支持（サポート）、�質問（リード）〕の観点
から、報告と考察を行った。そしてアクティブ・リスニングにおけるカウンセラー体験と

クライエント体験から学んだこと，ベテランカウンセラーによるデモンストレーション体

験から学んだことについて総合考察を行った。
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れた。

第２回目からは担当教員がカウンセラー

役，学生がクライエント役を担い，５０分間

の個人面接をデモンストレーション形式に

行った。また，毎週の課題として次回授業

時までに院生同士でペアを組み，５０分ずつ

カウンセラー体験，クライエント体験を行

い，両方の体験をA４紙１枚程度にレポー

トとして作成し，教員に提出した。

第３回目からは�提出レポートを元に３０
分ほど教員がフィードバックやコメントを

行う，�教員と院生による個人面接のデモ
ンストレーション，�残りの１０分間でデモ
ンストレーションの感想や質疑応答を行

う。以上のような流れを繰り返すことで行

われた。

また，院生同士のペア実習の構造とし

て，クライエント役とカウンセラー役の役

割交代時に面接の感想を２０分程度伝えあ

い，検討を行った。検討点として講義資料

を参考に，アクティブ・リスニングの３つ

のポイント「相手がその瞬間に感じている

ままに聞き取り，一つ一つ応答していく」

「相手に自分の気持ちや意見を押し付ける

ことでない」「相手の発言と自分の考えや

気持ちを混ぜ合わせてはならない」をカウ

ンセラー役として踏まえていたか検討し

た。

� アクティブ・リスニングの実習体験報

告と考察

ロジャース（１９６６）は治療的人格変化の

ための必要で十分な条件６つのうち，セラ

ピストの態度として必要な中核三条件とし

て，「受容（無条件の肯定的配慮）」，「共感

（感情移入）的理解」，「真実性（純粋性・

自己一致）」を挙げている。そのため筆者

はアクティブ・リスニングの実施時，中核

三条件を心掛け学習に望んだ。さらに，野

島（２０１８）の講義資料にある積極的傾聴の

ための応答技法の中から�簡単な受容，�
くり返し，�明確化，�支持（サポート），
�質問（リード）を活用するよう努めた。
しかし，木村（２００９）は中核三条件につ

いて「初心者はよく誤解して，完全な自己

一致を目指したり，いつも必ずクライエン

トに肯定的な配慮をして共感しなければな

らないと言う過大な要求を自分自身に課し

たりしがちである。すると，そうでは無い

自分自身の姿を意識の外に追いやろうとし

て，ありのままの自分自身をとらえること

ができなくなったり，そのようにできない

自分自身に失望して自信を失い，自分自身

を受容できなくなったり，完全なクライエ

ントへの関心が持てずに，自分自身に注意

が向いたりしがちになる。そして，いずれ

にしても，カウンセラー自身が，ありのま

まにそこにいることの妨げとなり，クライ

エントの話を，その人の「ありのまま」を

尊重しながら共感的に傾聴することが十分

にできなくなってしまう要因を，自分自身

で作り出してしまう危険性がある。」，と述

べている。したがって，本論文で過去のレ

ポートを振り返る際，アクティブ・リスニ

ング実習時に心掛けていた中核三条件につ

いて留意し，考察を行う。また，積極的傾

聴の基本技法５つについての報告を行う。

１．カウンセラー体験

�簡単な受容
実施したばかりの頃は「ええ」「はい」

「そうでしたか」などとバリエーションが
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豊かではなかった。第２回目の感想では

「録音した音声を聞き直した際，自分が思

っていた以上に声が低く相槌が少しだけ機

械的に感じた」と述べており，簡単な受容

には言葉だけの返答ではなく，ボーカルと

ノンバーバルも重要であるのだと学ぶこと

ができた。

�くり返し
くり返しを行う際は，クライエントの発

言をそのままの言葉で返すよう意識した。

また，クライエントの感情に焦点を当てる

短い繰り返しを行い，クライエントが今こ

こで感じている気持ちを受け止めているの

だと伝えることを心がけた。しかし，クラ

イエントの発言が長い場合などは内容を覚

えておくことに気を取られてしまうことも

あった。第７回目ではクライエントの発言

を覚えきれず，「このようなことを発言さ

れていたな」と繰り返してしまった。フ

ィードバック時に「まだ言っていない言葉

を繰り返されて置いていかれた気持ちにな

った」との指摘を頂き，クライエントの発

言を無下に扱ってしまったのだと反省し

た。以降はある程度の長さを持った発言の

あとには「～ということですか？」等と発

言の内容を確認し，クライエントと共にあ

ろうとより心がけるようになった。

�明確化
クライエントが言葉に迷っている時など

に明確化を心がけた。クライエントの心に

すっと届く言葉であった場合「そうです，

そうです実は～」と自身の感じていること

を話してくださるクライエントが多い印象

を受けた。「このように感じているのでは

ないだろうか」と考えた上で発言はするも

のの，クライエントの心に寄り添う的確な

言葉選びであるのか不安に思うこともあっ

たと覚えている。

�支持（サポート）
ねぎらいや労りの声かけを行い，支持す

る気持ちを伝えることを心がけた。５つの

技法のうち，１番好意的なフィードバック

をいただけるものではあった。しかし，親

しい友人がクライエントだった際，何か一

言フォローをしたいと言う気持ちが大きく

なり余計なねぎらいを伝えてしまった。ク

ライエントに寄り添うつもりで行ったねぎ

らいではあったが，その気持ちはカウンセ

ラーとしてではなく友人としての気持ちで

あったのかもしれない。フィードバック

時，「急に友達としてフォローしてるので

はないかなと思う労いがあった。無理矢理

な感じだった。」と指摘を受けた。練習の

構造上，二重関係が発生しているものの，

クライエントの気持ちを追い越した支持的

な態度はセラピストのエゴになりかねない

のだと学んだ。

�質問（リード）
筆者にとって質問は最も難しい技法であ

った。クライエントの心へ侵入させていた

だくイメージがあったためである。さら

に，興味本位で質問をするのではなくクラ

イエントにとって自己理解が促進されるよ

うな質問をする場面は日常生活では中々な

く，実施前は高度な技術を要するのだと強

く考えていた。しかし，回数を重ねるごと

に，質問することへの抵抗感が徐々に少な

くなる感覚を得るようになった。第９回目

ではクライエントからリードがとても良か

ったとフィードバックを受けている。だ

が，レポートを振り返ると「たとえうまく

いったとしても，「あれで本当に良かった
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のだろうか」と自分のリードを信頼できな

い。考えれば考えるほどリードの難しさを

感じる」と記述しており，リードに対する

姿勢に劇的な変化は見られなかった。

カウンセラー体験の初期はクライエント

の話した内容を適切に受け取ることができ

ているか，それを忘れずそのままの形で繰

り返すことができているか等，技法の取得

を中心に考えてしまっていた。カウンセ

ラー体験第１回目のレポートでは「クライ

エントの話を聞き漏らさないよう冷静に慎

重であろうと意識すればするほど，素の自

分との距離が遠くなっていき，クライエン

トとの間に１枚のガラス板が設置されたよ

うな感覚があった」と述べている。素の自

分との距離が遠くなる，という状況は自己

が不一致であったことを表しているのでは

ないだろうか。さらに「私的な感情を投影

させてはいけないと意識すればするほどな

ぜだかクライエントと距離を感じた。」と

の記述もあり，クライエントのことよりも

自分自身の心の動きに目を向けている様子

がうかがえる。この状態は木村（２００９）の

「自分自身に注意が向いた」状態に近いと

言えるだろう。

２．クライエント体験

�簡単な受容
実施前は普段生活を共にする同期に自分

自身の内的な自己表現を行うことに抵抗感

を持っていた。しかし第４回目では「カウ

ンセラーの相槌が加わることによって，自

分の考えが引き出されるような感覚を得ら

れた」「声を出すことによって自己理解が

進み，自分の力で悩みの先が見えていった

ような気がした」と記述している。懸命に

相槌を打ち，自分自身の話に応答してくれ

るカウンセラーを見ているとサポートされ

ているような感覚を抱くこともあった。

�くり返し
繰り返しの長さや繰り返す部分の抽出な

どカウンセラーによって様々であった。や

はり自分自身の言葉がそのままの形で返っ

てくる繰り返しが１番自己理解が促進され

るのだと実感することもあり，クライエン

トとして個人面接を受けたからこそ繰り返

しの重要性をさらに感じることができたと

考えている。また，筆者が自虐的な発言を

した際ただその言葉が繰り返されるわけで

はなく「そうですよね」と発言を受け止め

られることがあった。レポートを読み返す

と「繰り返しだったら傷つかなかったのか

もしれないが，同意されることによってカ

ウンセラーも私に対してそう思っているの

ではないかと不安になった。自虐的な言葉

でもすんなりとそのままの形でくりかえす

ことの大切なのだと知った。」と記述して

いる。

�明確化
明確化によって自分の意図しない言葉を

当てはめられた際「本当はこうなんだよ

な」と自分でもまだ気がついていなかった

気持ちを言葉に出来るようになった。カウ

ンセラーとして明確化を行った際は，お門

違いの言葉を当てはめてしまうとクライエ

ントとの信頼関係に影響を及ぼすのではな

いかと考えていたが，実際に自分自身が体

験すると，必ずしも大きすぎるダメージを

受ける訳ではないのだと知った。カウンセ

ラー側のみを体験していた場合，得られな

い感覚であったと考えている。

�支持（サポート）
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非常にシンプルなことではあるが，言葉

による支持的な態度はクライエント側に立

ったとき大きな励ましになるのだと体験し

た。自分自身では過小評価していた頑張り

等を拾い上げて支持されると前向きな気持

ちになり，自己受容の気持ちが育まれる感

覚があった。

�質問（リード）
筆者の個人的な感覚ではあるが，日常生

活において質問をされることは詮索をされ

るような気持ちになるため苦手である。し

かし，面接場面での質問は興味本位で生じ

るものではなく，クライエントの気づきと

なる質問ばかりであるため居心地の悪さを

感じる体験は少なかった。

クライエント体験実施前は，二重関係に

悩み内的な自己表現をどの程度行うか迷っ

ていた。どのように自分の話を受け止めて

もらえるのだろうと期待する気持ち以上

に，どこまでの段階だったら話せるのだろ

うかと不安な気持ちが大きかった。面接に

臨んでいる最中も，「ここまでは言わない

ほうがいいかな」「少し言い過ぎてしまっ

たかな」などと迷いながら臨むことが多々

あった。しかし，面接中の葛藤状態や心の

揺れ動き等は体験を通してでないと学ぶこ

とができなかったとも考えている。また，１４

人のカウンセラーを通して相性について考

える機会も得られた。「なんとなく落ち着

くなぁ」「なんだか話しやすいなぁ」など

と漠然とした居心地の良さを感じることが

できた相手こそ相性の良いカウンセラー役

の方だったのだと考えている。クライエン

トの方々の気持ちを体験すると言う意味で

この学習は非常に有効であったと考えられ

た。

３．ベテランカウンセラーによるデモンス

トレーション

�簡単な受容
面接を受けている自分の姿を同期たちが

観察する状況はに対し，授業の構造上仕方

のないことだが強い抵抗感があった。実施

の１週間前から不安感と緊張感を持ってい

た覚えがある。面接が開始した直後はとに

かく落ち着かなかった。しかし，開始１０分

程度でカウンセラーから受容されている感

覚になり，同期の目が気にならなくなっ

た。「うん」「はい」等の基本的な応答に温

かみがあり，心が穏やかになる感覚があっ

た。森川（２０１０）は「聴くと言う事は，あ

なたの感じていること，考えていることに

関心があるよと言うことです」と述べてお

り，まさにベテランカウンセラーの傾聴す

る姿勢はクライエントへの関心を表すよう

であった。また声や表情から静かに寄り添

っている姿勢を感じ取ることができ，今こ

の場で，このカウンセラーと共にいるのだ

と５０分間感じられた。

�くり返し
自分自身の発言がそのままの言葉で繰り

返されるだけでなく，的確なポイントをつ

かんだ上で繰り返しが行われているため，

「このカウンセラーは私の話をじっくり聞

いてくれる人なのだな」と実感できた。

�明確化
もやもやとした気持ちのまま発言した

際，明確化によって「確かに自分はそう感

じているのかもしれないな」と自分自身の

気持ちに対し視界が明るくなるような感覚

を得られた。まさに自己理解が促進された

状況だったのだと考えられる。

�支持（サポート）
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はっきりとした励ましの言葉やねぎらい

の言葉がなくても，クライエントを支持す

る姿勢を感じられるものなのだと非常に勉

強になった。先ほども述べたが，カウンセ

ラーと共にいるという感覚そのものがサ

ポートされている感覚であり，心強さを感

じた。

�質問（リード）
面接中盤，カウンセラーから「どうして

～と感じるのですか？」といったもやもや

の根本を問うような質問があった。真正面

からの質問を受けることによって，初めて

自分自身でも「言われてみればどうして私

はそう感じているのだろうか」と問題に対

し深く考えることができた。長年もやもや

していることが当たり前になってしまって

いたため，この直接的な質問によって心の

動きがかなり活発になったことを覚えてい

る。質問は相手に対する侵入が深くなるた

め配慮が必要であるが，的確なメスであっ

たため良い方向に働いたのだと考えられ

る。

大きな不安を抱きながら望んだデモンス

トレーションであったが，終了後は安心感

と満足感を得ることができた。明確な励ま

しの言葉や問題解決の提案がなくても，寄

り添い，共に時間を過ごすことでサポート

は表現できるのだと学んだ。そして，その

サポートがあればクライエントは自分の力

で模索し始めるのかもしれないと身を以て

実感した。カウンセラーに受容されるクラ

イエントの気持ちを理解できたのは貴重で

あり，今後臨床家として歩む上で忘れては

ならない体験であると考えられる。

� 総合考察

以上のように，筆者の「アクティブ・リ

スニング」におけるカウンセラー体験とク

ライエント体験から学んだこと，ベテラン

カウンセラーによるデモンストレーション

体験から学んだことについて考察を行いた

い。

１．カウンセラー体験から学んだこと

振り返ってみると筆者は「クライエント

にとって良い対応をできたか」よりも「カ

ウンセラーとして良い対応ができたか」と

カウンセラーを中心に面接を行っていた一

面もあったのではないだろうかと考えた。

レポートを読むと「次回はリードに挑戦し

たい」等と自分自身の技術を試したい気持

ちが表れている。次回練習相手となるクラ

イエントにリードが必要なのかどうかもわ

からない段階で挑戦したいと述べているの

は，カウンセラーが主体となっている証拠

であろう。また，クライエントから良かっ

たとフィードバックをいただいても，本当

に良かったのだろうかと納得ができていな

い状態も見られ，クライエントの良しより

もカウンセラーの良しを優先している姿勢

も見えた。実際に「まだまだできていな

い」と感じることが多く，まさに木村

（２００９）の「過大な要求を自分自身に課し

たりしがち」な状態であり，結果的にカウ

ンセラー中心になっていたのであろう。

面接はクライエントのためのものであ

る。クライエント中心でなくてはならな

い。そのため，中核三条件とは何か再度考

え，カウンセラー自身がありのままである

ことが必要であると考えられる。ありのま

まの状態でクライエントと接し，クライエ
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ントのありのままを尊重しながら面接に望

むことが筆者のすべきことであると考え

た。今後は自分自身に「この面接は誰のた

めに行われている面接なのか」を問い，真

の意味でクライエントに寄り添う面接を目

指したい。

２．クライエント体験から学んだこと

経験値に比較的差のない院生同士で練習

したため，初学者の誠意と熱心さを感じる

ことができた。ベテランカウンセラーのよ

うな安心感は当然ないが，誠意と熱心さが

伝わり「一緒に歩もうとしてくれているの

だなぁ」と筆者は感じることができた。一

緒に，という姿勢はクライエントにとって

大きなサポートになると感じている。その

サポートを技術ではなく，誠意と熱心さで

カバーする姿をクライエントとして体験で

き，意味深かった。ビギナーズラックは何

年も使えるものではないが，筆者自身も持

っているのだと思い，カウンセラーとして

ポジティブな気持ちで面接に挑みたい。

３．ベテランカウンセラーによるデモンス

トレーション体験から学んだこと

クライエントとして受容される感覚を体

験し，共にあることの心強さを感じること

ができた。また，明確な励ましの言葉がな

くてもクライエントに寄り添うことができ

るのだと知った。ボーカルとノンバーバル

が支持的であれば，クライエントは「大切

にされているのだ」と十分に実感できるの

ではないだろうか。実習体験を通さなけれ

ばこれらを感覚として理解することができ

なかったと考えられる。また，中核三条件

はカウンセラーが持つ意識だけではクライ

エントにとって有効とは言えず，クライエ

ントに届いてこそ有効なのだろうと考えさ

せられた。今後は筆者自身も「クライエン

トと共にあること」を第一に，その気持ち

がクライエントに伝わるよう誠心誠意面接

に臨みたい。
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